
プロティノスの
「魂の肉体への降下について」IV-8-(6)

1
私はしばしば肉体を脱して自
己自身に目覚め、他のすべて
のものから脱却して私自身の
内部へとはいりこみ、ただただ
驚嘆すべき素晴らしい美を観る
ことがあるが、この時ほど、自
分が高次なるものの一部であ
ることを、確信したことはなかっ
た

その時の私は最善なる
生を生き、神的なものと
合一してそのなかに自
らの居場所を与えら
れ、あの最善の生命活
動を通して他の一切の
知性的なものを、超え
たところに自らを据えて
いたのである

7�このようにして神的なもののなかで
安らぎを得た後に、直知の領域から思
惟の領域に下ってきて、「今はどうして
この領域に下ってきているのか、いった
いどのようにして私の魂は肉体のなか
に宿ったのか、私の魂はたとえ肉体の
なかに宿っていても、自己自身のみで
現れた時と同じ神的な姿をしているの
に…」と思い惑うのである

われわれにこの問
題を探求するように
勧めているヘラクレ
イトスは、たがいに
相反しているものの
間の変化は必然で
あるとみなして（ヘ
ラクレイトス『断片』
B90）、

「上への道と下への
道」とか「変化によっ
て休息する」とか
「同じ主人にだけ仕
え、同じ者たちのた
めにのみ労働する
のは、倦み疲れるこ
とだ」などと言って
いるけれども、

思うに、彼は比喩を用いて
述べているだけで、そのこ
とばの意味をわれわれには
明らかにしないままに放っ
ているのであるが、それは
おそらく、彼自身が探求し
て見出したように、われわ
れも自分で探求すべきであ
ると考えたからであろう

19�またエンペドクレス
は、「過ちを犯してこの
世へ降下することは魂
どもの定めである」と述
べ、彼自身も「神よりの
追放者」となり、「狂える
争いの信奉者」となって
この世へときたと述べ
ているが、

彼がこれらの言葉でわれわれ
に示したことは、思うに、ピュダ
ゴラスやその後継者たちも、こ
の問題や他の多くの問題に関
連して謎めいたことばで語りな
がら、われわれに示しているの
であって、エンペドクレスのこと
ばは、それ以上のことをわれわ
れに明らかにしてはいないので
ある

22�それに、彼
は詩の形式を
用いて語ってい
るので、その、
ことばには明晰
さを欠く点もあ
るのである

24�かくしてわ
れわれには、神
のごときプラト
ンが残されたこ
とになる

彼は魂とその物体界への
到達について、彼自身の書
物の多くの個所で何度もす
ぐれた見解を述べているの
で、われわれは、彼から何
か明確な解答を得ることが
できるにちがいないという希
望を持つことができるので
ある

27�では、こ
の哲学者
は、どのよう
なことを言っ
ているので
あろうか

彼はどこで
も同じことを
言っている
わけではな
い。これは
明らかであ
る

28�だから
人は、プラト
ンその人の
意図すると
ころを容易
には知るこ
とができな
いのである

29�しかしながら、彼はいたるとこ
ろで感性的なものをすべて軽蔑
し、魂の肉体との交わりを非難し
て、「魂は鎖につながれている（『パ
イドン』67d1）」とか、「肉体に埋葬
されている（『クラデュロス』
400c2）」などと述べ、「魂は老後
宇久につながれているのだ」と徳神
秘宗教のことばを深い意味を持つ
ものとして重視しているのである

34�なお、プ
ラトンの説く
「洞窟」は

ーーエンペ
ドクレスの
説く「岩屋」
もそうなの
であるがー
ー

私にはこの感性界を意
味しているように思われ
るのであって、「そこに
おいて鎖から解法され、
洞窟を脱して上へと昇
って行くことが、魂にと
っての知性界への旅立
ちである」と彼は述べて
いるのである

36�これに対し
て、『パイドロ
ス』では、魂の
翼の喪失が魂
の感性界への
到達の原因で
あるとされてい
る

37�そして彼によれば、
上方の世界へ昇って行
った魂を再びこの感性
界へ降下せしめる周期
があるのであり、さらに
裁き、くじ引き、運、必
然なども、ほかの魂た
ちをこの感性界へ降下
せしめるのである

40�以上に紹介したい
ずれの個所において
も、プラトンは魂の肉体
への到達を非難してい
るのであるが、『ティマ
イオス』では、この万有
について話をするに祭
し、この宇宙を賞賛して
「祝福された神である」
と述べ、

「魂はこの宇宙が知
性をそなえたものと
なるように、善きデ
ーミウールゴス（制
作者）から遣わされ
た」とも述べている
のである

44�というのも、この
宇宙は知性をそな
えていなければなら
なかったのである
が、魂なしには知性
をそなえたものとな
ることはできなかっ
たからである

45�それゆえ、宇宙
の魂はそのために
神からこの宇宙を
遣わされたのである
し、またわれわれ各
人の魂も、この宇宙
が完全なものとな
るために遣わされた
のである

というのも、たしか
に、知性界において
生命活動を営んで
いるものと同じ種類
の生きものが、この
感性界にも存在し
ていなければならな
かったからである

2
このように見てくると、プラ
トンから<われわれ各人の
魂>について学ぼうとしてい
るわれわれにとっては、どう
しても魂一般の問題に触れ
て、「魂の肉体との交わりは
もともとどのようにして行な
われるのか」を探求し、

また魂が自らの意志によっ
てであれ、他のいかなる仕
方によってであれ、そのな
かで魂が生をおくるところ
の宇宙のあり方にも触れ
て、「この宇宙をどのような
ものとみなさねばならない
か」を探求することが必要
となってくる

6�そしてさらに、宇宙の制作者
の問題にも触れて、「宇宙の魂
によるこの宇宙の管理は正しく
行なわれているのか、あるい
は、ひょっとして、その管理はわ
れわれの魂の肉体に対する管
理と似ているのではなかろう
か」という問題を探求することも
必要となってくるのである

われわれの魂の管理す
る肉体は（宇宙という肉
体よりも）劣っており、も
しわれわれの魂がそれ
らの肉体を支配しようと
すれば、その内深くには
いっていかねばならな
かったのである

8�つまりそれらの肉
体は、その（構成要
素の）それぞれが
四散してしまって、
自分に固有な場へ
ともどってしまう傾
向にあり

−ーこれに対し
て宇宙のばあい
には、そのすべ
ての部分が、も
ともと自分に固
有な場所に横
たわっているの
であるがーー

さらに、自分たちとは縁のない多く
のものに間断なく襲われたり、欠乏
にさいなまれたり、多くの困難にあ
って絶えず援助を必要としたりし
て、種々の煩わしい配慮を必要とし
ているので、もしわれわれの魂が
それらの肉体を支配しようとすれ
ば、その内深くにはいっていかねば
ならなかったわけである

15�これに対して、宇宙
という肉体は完全であり
充分であり自足的であ
って、自己の本性に反
するものは何も所有し
ていないから、いわば短
い命令のことば以外に
は何も必要としないの
である

16�それゆえ、
宇宙の魂は、い
ついかなる時に
も、自らの本性
の欲するとおり
の有様をしても
いるのである

なぜなら、その
魂は欲望を持つ
こともなけれ
ば、外的な作用
によって影響を
受けることもな
いからである

というのも、何
ひとつとしてそ
の宇宙から出て
いくものもなけ
れば、どこかか
らその宇宙へや
ってくるものも
ないからである

19�だからこそ、
プラトンはまた
次のようにも言
っているのであ
る

すなわち、「わ
れわれの魂もあ
の完全なる魂と
ともに住むなら
ば、自分自身も
完全なる魂とな
って天高く翔け
べくり、あまねく
宇宙の秩序を
管理する」と

22�つまり、われわれの魂
は、この感性界から退いて
肉体のなかにはいらず、ま
た個別的なものに執着する
ことをやめる時、自分自身
も宇宙霊と同じように、宇
宙霊とともに何の苦労もな
く、この宇宙全体を管理す
ることになるのである

24�すなわち、<劣ったもの
>に対する配慮は、<配慮
するものが最善の状態を維
持していること>を決して妨
げはしないのであるから、
魂が肉体に何らかの仕方
で<善さ>と<あること>を可
能ならしめる力を与えて
も、その魂が害悪をこうむ
ることはないのである

28�つまり、万有に対す
る配慮には二通りある
のであって、その一つ
は王にふさわしい統治
の仕方を取り、少しも労
することなくただ命令を
下すのみであまねく秩
序づけるものであるが、

他の一つは今や個別的
なものにかかわるので
あって、行為者は自己
自身の或る種の直接的
な行為によって対象（肉
体）に触れ、行為の対
象となるものの本性に
よって自らを汚すことに
なるのである

31�そして神的な魂は、こ
の王にふさわしい仕方で全
天界を間断なく管理すると
言われているのであるが、
その魂は、そのすぐれた部
分において上方に位置を占
めながら、その末端の力
（宇宙霊の影としてのピュシ
ス）を宇宙の内側に送りこ
むのであるから、

人はもはや「神
が劣ったものの
なかに宇宙の
魂を植えこまれ
た」と非難する
ことはできない
であろう

35�まことに、宇宙
の魂は永遠に本性
にしたがったあり方
をしているのであ
り、かつ未来におい
てもそのあり方を変
えることはないのだ
から、

宇宙の魂か
らその本性
にしたがっ
たあり方が
奪われるこ
とはないの
であるし、

始めもなしに間
断なく永続して
宇宙の魂に属し
ているそのあり
方を、その魂が
自らの本性に反
して持っている
ことはありえな
いのである

40�それにまたプラ
トンは、星々の魂の
星々の肉体に対す
る関係は、宇宙の
魂の宇宙に対する
関係に等しいと述べ
ることによって

ーーというのも、
彼は星々の肉体
も宇宙の魂の回
転運動のなか
に入れているか
らであるがーー

これら星々
の魂にも、
それにふさ
わしい幸福
を保存して
いるのであ
ろう

42�なぜなら、魂と肉体
との交わりは次の二つ
の理由によって、すな
わち、魂のノエーシス
（知的直感）の妨げとな
るということと、魂が快
楽や欲望や苦痛に満た
されるということによっ
て、嫌われるのである
が、

そのいずれも、次のよう
な魂には、すなわち、肉
体の内深くにはいったこ
ともなければ個別的な
ものの所有物となるこ
ともなく、肉体を支配し
はするが肉体に支配さ
れることのない魂は生
じないのであるし、

それに、その魂
に支配される肉
体は、何も必要
としなければい
かなるものにも
欠けていないよ
うな肉体なので
ある

49�だから、
その魂は、
欲望や恐怖
に満たされ
ることもない
のである

49�なぜなら、
そのような肉体
とのかかわりで
は、「いつか恐ろ
しいことが起こ
るのではない
か」と予想され
ることも決して
ないのである
し、

また何らかの用
事のために下の
世界へと傾い
て、祝福に満ち
た素晴らしい観
想の生活からさ
ってしまうことも
なく、

むしろ、その魂は煩
雑な行為を伴わぬ
力でもってこの世界
を秩序づけながら、
あの上方の世界に
あるもののそばに、
いつまでもとどまっ
ているからである

3
だが、人間の魂に
ついては、「肉体に
宿れば数々の苦
労、欲望、恐怖、そ
の他の災いを受け
て辛苦をなめ、あり
とあらゆる悪しき事
柄を味わうことにな
る」と言われ、

その点で肉体
はその魂にとっ
ては鎖であり墓
であり、この世
界は洞窟であり
岩屋であるとさ
れるのである
が、

「人間の魂に関するプラ
トンのこの見解は、人間
の魂と宇宙の魂の感性
界への降下は同じ理由
によるのではないから、
少しも矛盾してはいな
い」ことを、われわれは
今から、説明していくこ
とにしたい

8�さて、われわれがこれを
こそ知性界であるとみなし
ている知的直観の場におい
ては、どの知性も全体であ
りすべてであるけれども、そ
の知性のなかにはまた諸々
の知性的な力、すなわち個
別的な知性が含まれてもい
るのだから

ーーつまり、知
性は純然たる一
ではなくて、一
かつ他なのであ
るーー

魂も多かつ一で
なければならな
かったのであっ
て、一つの魂か
ら多くの異なっ
た魂が生ずるの
でなければなら
ず、それは、

一つの類から諸々の種が生
じ、それらの種の或るもの
はよりすぐれているが、別
の或るものはより劣ってお
り、或るものはより知性的で
あるが、別の或るものは知
性的なものとしては現実の
活動においてより劣ってい
るのと似ていると言えよう

14�というのも、事実、あの知性
界には、いわば大きな生きもの
のような知性があって、その知
性は諸々の他のものを可能態
において含み持っているのであ
るが、他方には個別的な知性
があって、現実態におけるその
それぞれは、他方のものに可
能態において含まれていたもの
であるからである

18�たとえば魂
のある国家があ
って、その国家
が他に多くの魂
のあるものを包
含しているとし
てみよう

そしてその国家の
魂はより完全で、よ
り力のある魂である
が、しかし他の魂た
ちも、その国家の魂
と本性を同じくする
ものであるとみなし
て何ら支障はないと
してみよう

19�このばあい
の国家の魂と他
の魂たちとの関
係が、先ほどの
普遍的な知性と
個別的な知性と
の関係にもあて
はまるのである

あるいは別の例をあ
げると、<全体とし
ての火>から<大き
な火や小さな火>が
生じるのであるが、
すべての本質は、
すなわち、<全体と
しての火>の本瀬何
時なのである

22�ーーいや、
むしろその本質
は、全体として
の火の本質の
源をなるあの本
質なのであるが
ーー

普遍的な知
性と個別的
な知性との
関連も、こ
れと同じで
あると言え
よう

23�なお、より理
性的な魂の働き
は直治すること
ではあるが、し
かし、その働き
は直知すること
だけに限られる
わけではない

もしそうでな
ければ、そ
の魂はどの
点で知性と
異なるのだ
ろうか

24�つまり、その
魂は知性的で
あることに加え
て他の働きも持
っているのであ
って、その点で
知性としてとど
まらなかったの
である

すなわち、もし
知性的なものに
属するものすべ
てが自らの働き
をもっているの
であれば、その
魂自身も働きを
持っているので
ある

27�そして、その魂は自
分の先にあるものに目
を向けることによって直
知するとともに、自己自
身に目を向けることによ
って自分の後にあるも
のを秩序づけ、管理し、
これを支配するのであ
る

つまり、上位のものがあ
る限り、それに次ぐ別の
ものが、生じうるのであ
って、それはたとえ劣っ
たものであっても、存在
するのが必然なのであ
るから、すべてのものが
知性界にとどまるのは
不可能だったのである

4
まことに個霊たち
は、知性的な欲求
にしたがって、自分
の生まれた故郷の
ほうへ向き直るので
あるが、他方ではこ
の感性界に向かう
力をも持っているの
であって

ーー個霊たち
は、<上空の太
陽に依存しつつ
も、他方では自
分の後にあるも
のに授けるのを
惜しまない光>
のようなもので
あるーー

知性界にとどま
っている時には
全霊とともに悩
みを知らぬ生を
おくり、天界で
は全霊とともに
力を合わせ一
体となって万有
を支配するので
あって、

その様は、万有の
支配者たるかの大
王と一体となって支
配権を行使する王
者たち、自らも王城
から降りることなくし
て万有を支配する
王者たちに似てい
るのである

8�なぜなら、そ
の時の個霊たち
は全霊と完全に
一体となってい
るからである

10�だが、個霊たちは
全体から離反して部分
的なものとなり、自分た
ちだけで孤立し、いわ
ば他とともにあることに
疲れて、それぞれが自
分たちだけいの個別性
へと引きこもってしまう
のである

11�まことにこの
状態が長く続け
ば、個霊たちは
全体者からの逃
亡者となって自
分を全体者から
引き離し、知性
的なものには目
を向けず、

部分的なものと
なって孤立し、
弱められ、いら
ざる手出しを
し、部分のみに
目を向け、全体
者から離れて或
る一つのものに
乗り込むのであ
り、

他のすべてを逃
れて、すべての
ものの衝撃にさ
らされているそ
の一つのものへ
と向きを変え、
これに向かって
降りて行くので
ある

19�そして、全
体者から離れて
困難な状況のも
とで個別的なも
のを管理するこ
とになるのであ
るが、

その時にはすで
に外的なものに
じかに触れてこ
れの世話をや
き、そのそばに
侍り、かくするこ
とによってその
内深くへと沈潜
していくことにな
るのである

22�ここにおい
て「翼を喪失す
る」とか「肉体の
鎖に縛られる」と
か言われている
状態がその魂
に生じることに
なるのであっ
て、

それは、その個
霊が全霊と一
緒になってより
すぐれたものを
管理していた時
に味わった害を
伴わぬ悦びを失
ったからなので
ある

25�［だが、その
魂は、以前に上
方の世界にいた
時には、あらゆ
る点でよりよき
状態にあったの
である］

27�このようにし
て、個霊は個別
的な肉体に降
下することによ
ってその虜とな
り、肉体の鎖に
縛られ、感覚を
通して活動し

ーーというのも、
その個霊は肉
体に降下したそ
の時から、すで
に知性による活
動を妨げられて
いるからである
がーー

かくして「肉体と
いう墓に埋葬さ
れている」と言
われ、「洞窟に
閉じ込めれれて
いる」と言われ
ることになるの
である

29�だが、「向き
を変えて直知活
動を旨とするよ
うに努力すれ
ば、肉体の鎖か
ら解放されて上
方の世界へ昇っ
て行く」とも言わ
れているのであ
って、

この上昇は、想起か
ら出発して諸真実
在の観照へと向か
う時に始まるのであ
るが、それは、個霊
がたとえ肉体に沈
潜していても、常に
超えている部分を
持っているからこ
そ、可能なのである

32�それゆえ、個霊
たちは、どうしても
知性界の生活を送
ったり逆に感性界の
生活を送ったりしな
ければならない、い
わば両生類のよう
なものとなっている
のであって、

長期にわたって知性ととも
にいることのできる個霊た
ちは、それだけながく知性
界にとどまり、自然による
か、あるいは運命によるか、
そのいずれかによって相反
するものをもっている個霊
たちは、それだけ長く感性
界にとどまることになるので
ある

35�事実、これまでに述べてき
たことは、プラトンその人が穏
やかに明らかにしていることで
あって、彼は第二の混酒器によ
って個霊たちを区別して部分
的なものとする時に、「個霊た
ちはこのようにして部分的なも
のとなったからには、生成へ向
かうことを避けることはできな
い」とも述べているのである

48�なお、彼が「神
は個霊たちをお蒔
きになった」と言う
時には、神の口を借
りていわば熱弁をふ
るっているのだと解
さねばならぬ

なぜなら、間断なく一
定の仕方で生起しかつ
存在するものを順を追
って説明するためには、
全体者の本性に含まれ
ているものを<生まれた
もの><作られたもの>
と仮定して話をすすめ
る必要があるからであ
る

5
それゆえ、「生成領
域への種播き」も、
「宇宙万有の完成
のための降下」も、
「罰」も「洞窟」も、そ
れに、「必然」も「自
由意志」も

ーーというの
は、<必然>
は<自由意
志>を含む
からである
がーー

「劣悪なものと
しての肉体への
内在」も、たが
いに矛盾する表
現ではないので
ある

4�それにまた、エン
ペドクレスの「神か
らの追放と流浪」
も、「償わねばなら
ぬ過ち」も、ヘラクレ
イトスの「神からの
逃亡による休息」
も、ともに矛盾した
見解ではないので
あるし、

また一般的に言
って、「自由意
志に基づく降
下」と、その逆
の「自由意志に
基づかない降
下」も、矛盾しな
いのである

7�つまり、劣ったものに向かうも
のはどれもみな自由意志に基
づいて向かうのではないのであ
ろうが、しかし少なくとも、自ら
に固有の動によって向かうので
あるから、「劣悪なことを受ける
ことによって、自分の行なった
事柄に対する罰を受ける」と言
われているのである

11�だが、もし
肉体に降下する
ことによって劣
悪なことを行な
ったり受けたり
するのは、自然
の永遠なる法に
基づく必然であ
るとすれば、

そして上方の世
界から降下した
ものは、その結
果として他のも
のに接近し、そ
れの必要を満
たすことになる
のであれば、

もし人が、「神がそ
れを肉体に下し給う
たのである」と言っ
ても、真理に反した
ことを言っているの
でもなければ、自己
自身に矛盾したこと
を言っているのでも
ないであろう

15�なぜなら、事
実、末端のもので
も、たとえ中間に介
在しているものがど
れほど多くとも、そ
れぞれが生まれで
てきた始原へと導き
もどされるからであ
る

17�なお、魂の犯す
過ちには二通りあっ
て、その一つは魂の
降下の原因にかか
わりがあり、他の一
つは、魂がこの感性
界に到達してから
犯す悪行にかかわ
りがあるのである

18�前者の罰は、魂が
感性界に降下してこう
むっていることそのこと
にほかならず、後者の
比較的軽い罰は、過去
の行ないを勘案した判
決に基づいて他の肉体
へと沈んでいくこと、し
かもすみやかに沈んで
いくことである

ーーこのばあい
には、神の掟に
よって行なわれ
ることが、判決
という名のもと
に示されるので
ある

ーーだが、そのばあ
い、極端な形をとっ
た悪徳に対しては、
報いを与えるダイモ
ーンたちの管理のも
とに、もっと重い罰
でさえ、ふさわしい
とされるのである

25�かくして、魂は神的なも
のであるとはいえ、上方の
世界から降下して肉体に宿
るのであり、下位の神であ
るから自己自身の自由な
意思で下に傾き、自己自身
の力ゆえに自分の後にある
ものを秩序づけるべく、肉
体へと降下しもするのであ
る

27�そしてその魂は、肉体
からすみやかに逃れるなら
ば、たとえ劣悪なものの知
識を加え持ち、悪徳のあり
方を知っても、そのことによ
って害を受けることはない
し、また自分の力を露わに
して、その働きや作用を示
したとしても、決して害を受
けることはないのである

30�魂の持つ力や働きは、
非物体界で静かにとどまっ
ている時には決して作用す
ることはないのであるから
意味のないものなのである
し、魂自身も、自分の持っ
ている力が露わにもならな
ければ発出しもしない時に
は、その力に気付かなかっ
たであろう

32�すなわち、その力は完全に
隠されていて、いわば目に見え
ないようにされており、決してあ
るがままの姿であるのではない
のであるから、そのような意味
ではあるものではないのであっ
て、その力がいたるところで明
らかになるのは、エネルゲイア
（現実の活動）においてなので
ある

35�なぜなら、現に、人はそ
れぞれ魂の内実の素晴らし
さに驚嘆の目を見はるので
あるが、その驚きは外観の
多彩さによるのであり、その
多彩さは、魂の成し遂げた
素晴らしい業績に基づくも
のだからである

6
それゆえ、もし
一のみがあるべ
きではないとす
れば

ーーそうでなければ、すべ
てのものはあの一なるもの
のなかに形姿を持たないま
まで隠されていることにな
るであろうし、また、あの一
なるものが自己自身のうち
に静止したままとどまってい
たのであれば、真実在のい
かなるものもありえなかっ
たであろう、

さらにまた、一
なるものから生
まれたこの世の
多なる諸存在
も、諸真実在の
後に発出して魂
の地位をとるも
のどもがなけれ
ばありえなかっ
たであろうーー

9�同様に、魂ゆ
えに生じる諸存
在は現れず、た
だ魂のみが存
在するべきでも
なかったのであ
る

なぜなら、それぞれのピュ
シス（もの）は、いわば種子
からのように、<最終的には
感性的なものを産出するこ
とによって終わる部分のな
い源>から発して自分に続
くものを作り、自分を展開さ
せていこうとする傾向を内
に秘めているからである

10�ただしそのばあい、上
位のものは常に自分に固有
な地位にとどまっているの
であるが、その上位のもの
に秘められた言表わしがた
い力から、それに続くもの
がいわば産出されるもので
あって、

この力はいわば上位のもの
の妬みによって制限されて
いるかのように止まってしま
うことはなく、万物が最終
的に達することの可能なと
ころまで、間断なく進んで
行かなければならなかった
のである

ポルピュリオスの
証言によれば、プ
ロティノスがローマ
にいた五年ほどの
間だけでも、四度
ばかり善なるもの
との合一を経験し
たといわれる

何が契機となっ
たのだろうか？

15�このことは、自己自
身からの作用を万物に
及ぼす無尽の力のしか
らしむるところであり、
その力にあずからずに
見逃されているものは、
何ひとつとしてあっては
ならなかったのである

16�なぜなら、事実、そ
れぞれのものは、自己
の持つ分取の能力に応
じて善なるものの本性
を分取しうるのであっ
て、この分取を妨げるも
のは何もなかったから
である

19�それゆえ、素材というピ
ュシス（もの）が常に有った
としても、そのばあいには、
それは有るものなのである
から、<すべてのものにそれ
ぞれの能力に応じて善さを
供給しているもの>を分有
していないことはありえなか
ったであろうし、

また、他方、もし素材が自分よ
り上位の原因者による必然的
な結果として生じたものであっ
ても、いわば恩恵によって素材
にト・エイナイ（有）をも与える上
位のものの力の不足ゆえに素
材に達しえず、その結果、素材
が上位のものから離れて存在
しなければならなくなるというよ
うなこともなかったであろう

24�それゆえ、感性界
のもっとも優れたものは
知性界のもっとも善きも
のの力と善さの現れで
あり、知性的な諸存在
と感性的な諸存在はす
べてが常に結ばれてい
るのであって、

知性的な諸存在はそれ
自体で存在するけれど
も、感性的な諸存在は
知性的な諸存在を分有
することによって常にそ
の存在を得ているので
あり、知性的なものを可
能な限り模倣している
のである

7
そこで、このピュシス
（存在）には<知性的な
存在>と<感性的な存
在>との二種あるのだ
から、魂にとっては知性
的なものの世界に位置
を占めることが望ましい
のであるが、

その魂にとって
は、しかし、自
己の本性からし
て、感性的なも
のの世界にあず
かるのが必然な
のである

4�すなわち、魂は諸存
在のなかでは中間的な
タクシス（地位）を占め
ているのであるから、た
とえあらゆる点で優れ
ているというわけではな
うとも、そのような自分
に腹を立ててはならな
いのである

6�魂は神的なものの一
部ではあるけれども、知
性界の末端に位置を占
めているのであるから、
感性的なものに境を接
することによって自己自
身の一部を感性的なも
のに与えることになるの
であって、

もし自己自身の安全な状
態を維持しながら感性的な
ものを支配することができ
なければ、逆に感性的なも
のから何らかの影響を受け
ることになって、全霊との一
体性を放棄し、強い衝動に
駆られて感性界の奥深くに
沈潜していくことになるので
ある

11�しかし、その魂が感
性界で見たり受けたりし
たことの情報を積み重
ねることによってあの知
性界でのあり方がいか
なるものであるかを学
び、これといわば正反
対のあり方をしているも
のどもとの比較を通し
て、

知性界のより優
れた諸存在をい
わばさらに明確
に知るならば、
その魂は、感性
界を脱して再び
知性界へと昇っ
ていくことがで
きるのである

14�すなわち、脆弱なる
力ゆえに<劣悪なるも
の>の知識を経験に先
立って獲得することの
できぬ人びとにとって
は、劣悪なるものを経
験することが、善きもの
をより明確に知ることへ
と結びつくのである

18�なお、知性
的なものの進出
は<末端のより
劣った領域への
降下>となって
現れるのである

ーーすなわち、知性的なものの
進出は、知性をしてト・エペケイ
ナ（超越者）へと上昇せしめるこ
とはできないけれども、自己自
身を脱する活動であり自己自
身にとどまることのできない活
動であるから、どうしても自己
の本性のもつ必然と法によって
魂に達しなければならなかった
のである

21�つまり、そこ
が知性的なもの
の進出の終着
点なのであっ
て、そこでその
活動は次の段
階を魂に委ね、
自分はもとの領
域へともどって
いくのである

ーー魂の活動も
この知性のばあ
いと同様であっ
て、魂の活動の
後には感性界
の諸存在があ
り、その活動の
先には諸真実
在の観照がある
のである

25�すなわち、
個霊たちのばあ
いには、そのよ
うな真実在への
観照は交互に
時間的な制約
のもとに行なわ
れるのであっ
て、

劣ったもののなかにおい
て、<より優れたもの>への
エピストロペー（向き直り）
が行なわれることによって
可能となるのであるが、「宇
宙の魂」と言われている霊
魂のばあいには、劣ったも
ののなかで活動することは
決してないのである

27�つまり宇宙の魂
は、劣悪なものから
は自由な立場を保
ちながら、観照を通
して下位のものを
知的に把握しかつ
常に上位のものと
結びついているので
ある

29�それゆえ、宇宙
の魂は同時に二つ
のことを、すなわ
ち、あの知性界から
（ロゴスを）受け取る
と同時に（受け取っ
たロゴスの影として
のロゴスを）この感
性界に与える

ーーというの
は、宇宙の魂は
あくまでも魂な
のであるから、
感性界の諸存
在にもかかわら
ざるをえなかっ
たからであるー
ー

という二つ
のことをなし
うるのであ
る

8
なお、他の人びとの考えに反し
て、私に思われるところを敢て
はっきりと言う必要があるとす
れば、「われわれ人間の魂も、
その全体が感性界に沈潜して
いるのではなくて、その或る部
分は常に知性界にある」のであ
る

ーーしかし、われわれ
の魂の感性界に宿って
いる部分が優勢な時に
は、いや、むしろ、感性
界の事物に支配されて
混乱している時には、わ
れわれはその魂の上位
の部分の観ている諸真
実在に気付かぬままに
すごしているのである

6�なぜなら、魂の上
位の部分によって
直知されたものは、
魂の下位の部分へ
と向かい、われわれ
の意識に達した時
に、はじめてわれわ
れに到達することに
なるからである

7�つまり、魂の
何らかの部分に
起こることのす
べてをわれわれ
が識るのは、魂
全体に到達した
時なのである

9�たとえば<欲
望>に例をとっ
てみると、それ
が魂の欲望を
司る部分にとど
まっている限り
は、われわれに
識られないので
あって、

われわれが内なる感覚
能力によって、あるいは
また思考能力によっ
て、それを把握するば
あいに、あるいはその両
方の能力によってそれ
を把握するばあいに、は
じめて<欲望>はわれわ
れの識るところとなるの
である

ーーなぜなら、
魂はすべて、肉
体にかかわる下
位の部分と知性
にかかわる上位
の部分を持って
いるからである

13�そして、宇宙全体
の魂は、全体として上
方にとどまりながら、自
己自身の物体界にかか
わる部分でもって全体
を秩序づけるのである
が、その際、少しも労す
ることはないのである

なぜなら、宇宙全体の魂は
われわれのように思惟しな
がら支配するのではなく
て、技術が方策をめぐらさ
ないように、純然たる直知
によって支配するからであ
って、その際、全体に秩序
を与えるのは、その魂の下
位の部分なのである

18�これに対して、部分的
なものとなって部分的なも
のにかかわっている個霊た
ちも、上方の世界にとどまっ
ている部分を持ってはいる
けれども、多くの<反自然
的で苦しみや混乱を招くも
の>を感覚したり把握したり
することに追われているの
である

20�つまり、個霊たちがその
世話に追われているもの
は、部分的なものであり欠
点のあるものなのであっ
て、それは自分の回りを<
個霊たちには縁のないもの
であるけれども、自分の欲
する多くのもの>で取り囲ん
でいるのである

22�しかも、そ
の部分的なもの
は快適なもので
あり、快楽でも
って個霊たちを
欺くのである

だが、個霊たち
の上位の部分
は、そのような
一時的な快楽
にはまったく無
縁であって、そ
の生き方は、常
に変わることが
ないのである


